
































































































2014 年 2 月現在、260 万件を超えるデータが登録さ
れている（14）。
　 ト ム ソ ン・ ロ イ タ ー 社 は 2012 年 11 月 に Data 
Citation Index を公開し（15）、Web of Science（公開当

















































“UK Institutional data policies（英国）”（26）や、研究者
への情報提供を目的として、ノーステキサス大学図書
館、同大学情報学科、そして図書館情報資源振興財団
（CLIR）が協同運営している DataRes の “University 
Data Management Policies（米国）”（27）などにまとめ
られている。
　たとえば、エディンバラ大学は 2011 年 5 月に英国
ではじめて RDM ポリシー（28）を策定し、2012 年 8 月






果がフェーズ 0 から 2 までの 3 期間に分けて記されて
いる。






















































































年秋と 2013 年春の 2 回で合計 58 名だったという（45） 。





























である “The Problem of Data” には、ノースカロラ
イナ大学チャペルヒル校の DigCCurr II Professional 
Institute（49）、 米 国 議 会 図 書 館（LC） の Digital 
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手 法 は “Shared Print Repository”、“Shared Print 
Archiving”、“Collective Collection” な ど 様 々 な 表
現がある（4）。また、特定の共同書庫において資料を
保存する場合と、各参加機関の図書館や書庫におい
て資料を保存する場合の両方があり、前者は「集中
型」（5）、「リポジトリ（Repository）」（6）“Collaborative 
Storage”（7）、後者は「分散型」（8）、“Virtual Storage”（9）
などと表現される。
　本稿では、これら 3 種類の冊子体資料の管理手法に
ついてその特徴と代表的な事例を紹介し、最後に日本
における冊子体資料の共同管理の可能性について述
べる。
動向レビュー
＊名古屋大学附属図書館
